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乾田直播栽培における施肥位置に関する試験

宇佐見昭宜・立谷寿雄

（許．盲鳥県農試）

1　才　え　が　き

乾田直席は省力機械化を前提として行われるもので．

その場合．播種と伺時に基肥の施用を行うのが合理的で

あ少．現在そのようにして技術の確立が進められつつあ

る．その場合の施肥様式は肥劾的にも機械的にも粂肥が

採用されるものと思われる．この試験では粂肥を条件と

している・その施肥位置によっては肥料と種子の接触や．

根との距離．又は土塘上下の土壌水分の変化．その他に

上る養分の形態変化と消長から．それが水稲生育に影響

するであろうと思われる．そこでとカあえす，水稲の生

育から実際に近い管理方法で施肥位置を僕討し．上記条

件などに対する法則性をみいだし今後の検討に資したい．

2　　試　験　方　法

L　土地条件

重粘性の灰褐色頓土で．水持ち3用／日の単作水田を

使用した．砕土は圏雄を水田であわ不充分であった．降

雨排水と潜水の倭を考え圃場固辺に10－退所の梅を虚け

た．

乙　試験設計

用　品種はオオトリl中生の晩）をつかい．5月2

日KO・7人り／aを瞳川怨．6mに播種機で1粂点摺とし播種

位置は土中4－5m深さとした．

偽　施肥は成分で．N－l・2晦／8．ち05－0・節晦／

8．X，0－0ぶり／a　とし硬水期追肥を行わずK基肥と

は肥の形式で．基肥は硫加わん妾18－は一遇を7．3g晦／

aを5月1日に施用．ほ肥は硫安1．14侮／aモ7月24日

K徳用した．は肥は立毛上散布とし，基肥は試験区別に

上って施した．

¢）潅水朝は4・5葉劇の6月旭日に実施した．

紬　試験区別

A　浪士施肥試験　　B．層状施肥試験法

lI　　0－5（¶浪士区

2）　5－10m混土区

3】10－仏所浪士区

1】　5（¶下層状区

2）10m下層状区

3）＋】5m下届状区

4】　0－仏所混士区

C．分属施肥試験　　〇・側粂施肥試験

1】芸；ニ5言霊芸）区
2）　始0～10m混士

％5m　下層状

3】　旭0～Ⅷh腋浪士

％5m　下届状

0－10m混土地量

10亡打層状私費施肥

1）　種子直下区

2】　58打倒都区

aI　10m側都区

4】：仏所側部区
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3　　結　　　果

との試験過程で乾田期間中に凝水路よめ水腐れからA

・B試験の一部は相当朗胡湿潤と表わ条件が必ずしも宅

わをかつたので，その生育結果は多少乱れてhるものと

思われる．

1．生育状況

草丈・垂故の推移は第1回のとお少である・

A．タ尾上賦換

邑属餅庇枕絵

戸警棒、、
／　　　、一一一叫

p・4鮮麗賦妓

鼠は　tZ tβ 8ユ‘　まけ　‾lJ！tj Tl，

第1圃　草丈■茎数

浪士施肥では10－場所に施肥した下層施肥区の生育が

良く，届状施肥では10d介に層状に施肥した中層施肥区が

良く，それにつhで下層施肥区t深さ遁虎）の生育が良
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いが，出場朋の8月旗日調査から区間塞がをくなり・収

健朋には逆転した傾向を示している・分層庵肥式廃では

10示采さに層状施肥し，鴇麹を5～10介・領の深さに混上

した中層施肥区が臆も良い生育を示し　表題・下層の順

に劣っている・仙桑施肥では絹子直下に施肥した区が良

く，塵－7・t■L出から施肥位置が遠ざかる忙従って生育が劣

ってLハるr

これらの試験における6月13日の垂故をみると・沌子

に肥科が高い洩檻で凄触していると思われる表層5〔珊深

さに施肥した層状施肥区の垂故は劣っている・

2．収　量

収立社第2図のとおりである・

混士稚肥式廃では0－5‘¶表層混土区の収速が虚も良

い．膚状施肥武威では区間差はほとんどみられたレ・こ

れらの試娘で基肥施用法のちがhKよる生官甲功のふ‘司

疫が収塵の傾向と異なっている・このことは基肥だけの

効果が続かなかったことゝほ肥の収遥構成に及ぼす影響
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第2図　収　蓑

董混土．10m祐豪層状施肥区が歳も高い収まを示し，その

差吐天きい．側粂施肥試験では種子直下施肥区が厳も高

い収量を示し，墟子位置より遠ざかる施肥位艦の区程劣

Kよるものと考えられる・分届施肥試験では5－10m始　っている・

第1表　　　収　穫　物　分　解　調　査

施 肥

法 名

　　 項 目

区 名

稗　 長 穏　 長 ．特　 産

l

穏　 重

一 久 †

枝 梗 ■

孟 締 粒 故 稔 実

歩　 合

混　 土 表 層　 0 、 5　 亡「混 土

（IR m g 　 g

2 ．0 0

不

8 ．8

■　 不 l　 個 L　　 帝

7 5 ．4 1 6 ．7 1 ．4 8 1…：； 鳥 て：； 漂 …　1

施　 肥 甲 層　 5 － 15　 ′刀 混 土 8 7 ．8 1 9 ．6 2 ．2 4 2 ．6 7 1 1 0 ．2

層　 状 ム 層　 5　　 m 層 状 7 9 ．8 1 9 ．1 1 ．9 4 2 ．2 4 1　　 9 ．9 1 2 ．5　 9 0 ．1

16 ・4 1 1 0 2 ・3

と 8 4 ，5

9 1 ．7
施　 肥 中 層　 10　　 と椚 層 状 8 0 ，8 2 1）．0 1 ．8 7 2 ．3 9 9 ．4

分　 層 表 層 旭 混 土 ％ 5 澗 層 状 7 9 ．6 1 7 ．7 2 ．1 7 2 ．2 3 9 ．8 8 ．8 7 1 ．6　　 9 1 ．8

中層ク　〃ク10亡mク

種　　子　　直　　下

10　　m　　側　　部

80．2

80．8

78．6

20．4

19．0

18．2

なお若干の試料についで行った収穫物分解調査では魂

l表に示したエうに表層施肥区上り中層施肥区の方が収

立構成貸素が健つている上うである・なお乾田直播栽培

稲の粒数がここでは一徳肩粒政釦～100粒になってレLる・

稔実歩合も決して低くないことを確認した・

3．養分吸収状況

養分吸収塩は第3図のと封カである・

収穫期の吸収豊のみで不充分ではあるが・中層施肥区

が概して高いl直を示し．又種子がはなれない施肥区の吸

収童が高い．このことは生育収量と開通してうなずける

ことである．

4　　考　　察

乾田直播栽培に封ける実際上の播種深さは・土塊の産

出問僕があるため4仰～5‘¶忙しないと産出籾が多くな

ってくる．痛感深さを4－5d間とすると，不試験での5

m深さの施肥位置では種子と接触することになり，生育

に或程度まで影響してくるものと思われる・

混土施肥試験，層状施肥試験では生育中朋までの傾向
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と収嵐の憤l札か一致しないがこのことは幼形相までJ）j封巳

．を行ない．施肥条附こよるもので充分ではないにしろ基肥

の俺用法を倹討するの佐吉しつかえはないものと思われ

る．従って，この武威からは施肥の深さは10m位の位置

が好ましく，しかも1部分を混土l始量I L－1部分を

層状に上る施す方法が良いものと考えられる・夷際に機

械による索引戒式の施肥播種を行うと，この試戒の分属
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削巴のエうな施肥になるノ）で10ぐ朗内外をIl射こ施すべき

である．又側粂施肥．吠険なら，肥料は破子什卜にあるこ

とが好ましく，碗千からはなれても5e虎以内に止めるべ

きものと思われる．従って先非障害のあるような肥料を

用いるときはSr椚側部施肥にjl二めるべきものと考えられ

る．

秋田県北部の水稲湛水直播栽培における施肥法について

太　田　昭　夫・岩原　佐＿二郎＊

（秋田県良武人粧分場）

1　甘　え　が　き

稲作の省力対兼として直播栽培があげられるが本県は

未だ試作段階でちるが，特に県北部はその栽培の安定性

を考慮して現在湛水栽培を試験甲であるがその結果の一

部忙ついて報告する・

2　　試　験　方　法

1．供試土壌

第1試験

大館分場開場で0～空所は粘性に乏しい暗灰褐色の壌

土で以下黄灰色の浮石を混ずる沙礫土である鋤床届下部

に鉄満滝の東嶺層がある排水良好　日渡水深　輸一冊卿

／日

2．武威の耕種概要

トワダ　　　　　茄．4亡¶×16．5で珂×10．0と¶4粂点播

播種5月旭日　1区　16．5が　2遠別

3．試験区

　 項 目

区 名

肥　　 科　　 名

含　 有　 成　 分
施　　　 肥　　　 法

N
！ p Ⅹ

1． 塵　 月巴　 自己　 合 硫 安 ， 過 石 ， 塩 加
2 1 ∃ 1 6

ト

6 0 ト 施 肥 成 分

2． 化　　 成　　 A くみ あ い 硫 加 燐 安 15 1 5 ト　 1 0 晦 ／a　 N ． P ．．E 共 0 ．8

3． 化　　 成　　 B 媒 素燐 安 加 里 2 号 2 0 2 0 1 4 不 足 分・仕 草 肥 で 補 い

4． 化　　 成　　 C と　 も　 へ　 化　 成 8 1　　 7 5 全 量 基 肥 に 施 し た

5． 粒　 状　 固　 形 く　み あ　 い 粒 状 5 8 4 1

茶2試験

　　 填 目

区名

N ・P ・E
施　 肥　 法

全届 表層 甲耕庵肥

1．表 ・全 ・届分梅区 弘

1

旭

始

始

句／8 施肥量

2．表　　　　　　 層 1

！始

封．P ．E各 0・8

3．全　　 屑

4．分　　 施

甲耕　 6月19 日




